
　図－４　高サイクル熱疲労割れに係る対策工事

　
工事概要

系統概要図

A、B系統各１箇所
計２箇所

【凡例】

：配管合流部形状および
　溶接形状の変更箇所

【余熱除去系統】
プラント停止時等、１次冷却材を再循環し
て炉心を冷却する系統

低温水

高温水

【余熱除去系統】蒸気発生器

１次冷却材
ポンプ

余熱除去ポンプ

格納容器内 格納容器外

余熱除去冷却器

バイパスライン

原
子
炉
容
器

高温水

（Ａ、Ｂ系統）

　国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ（温度揺らぎによる熱疲労）を踏まえ、
ＡおよびＢ余熱除去冷却器バイパスライン合流部の配管２箇所について、温度揺らぎを抑制
するため、配管ルートを変更するとともに、応力集中が小さい溶接形状に変更する。
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・溶接裏波を取り除き、応力集中を小さくする。
・開先形状（狭開先）を変更することにより、
　溶接残留応力を低減する。
・材料をSUS304相当から耐食性に優れた
　SUS316相当に変更する。
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バイパス側の配管を小さくし、高温水と
低温水の衝突型から合流型に変更する
ことにより、温度揺らぎの影響を少なくす
る。




